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ロジーが「自然」をなきものにするときは近いかもしれない。 それはオー
トマティックな存在に「オートマティック」なオートメーションが上書
きされるというタスクを与えるだけではなく、 これまで定義づけられて
いた「自然」や「大いなる存在」のようなものはテクノロジーに撹拌さ
れ、アクチュアルなハイブリッドへと移行することを意味する。 このよ
うな未来の到来は私たちの既存の OSを更新するものでなくてはならな
い。未来のイメージとリアリティの間で、私たちこそがその中域にいる。
遠くからのトーンを聴きとるために。

❶アップデート　小松千倫＋石塚俊
Updates, 20 17
映像インスタレーション（コーディング：土井樹）
Video installation  ( Coding by  Itsuki Doi)

❷クリスタル
Crystals, 2017
空きペットボトル
Empty plastic bottles

❸サウンドシステム A（アマゾン）, B（夕張メロン）
Sound System A  (Amazon) ,  B  (Melon) , 2017
段ボール、フルレンジスピーカーユニット
Cardboard box, full-range speaker  unit

❹ Joint Photographic Experts Group #5066
2017
LED、アクリルボード、木材
LED, acrylic board, wood

❺デス声の私語き
Whispering  Grunt, 2017
オーディオ（30分）
Audio (30 min.)

❻グループ A（ベッドパート）
Group A  ( Bed  Part)  /  Image #1864 (-44.7675206 168.1708926), 2017
アクリルボードにペイントマーカー、グラス、イヤーマフ、ベッド、MacBook Air、
段ボール、フルレンジスピーカーユニット、写真、印刷物
Oil-based paint marker on acrylic board, drinking glass, earmuffs, bed, MacBook 
Air, cardboard box,  full-range speaker unit, photograph, printed matter
※カーペットには靴を脱いでおあがりください。

❼グループ B（レメディオスの昇天）
Group B  (The Ascension of Remedios the Beauty),  2017
アクリルボード、ラック、段ボール、フルレンジスピーカーユニット、ビデオ
Acrylic board, rack, cardboard box, full-range speaker unit, video

石塚俊　　　　　　　　　　　　　    　　　Shun Ishizuka

純粋で無価値な存在たち 

公共空間において人々に「安心」を与えるためには、動線の明示、プ
ライバシーの確保が必要である。不当なストレス、緊張感から逃れるた
めに間仕切りをすることによって空間を規定するのである。しかしなが
らそれがインストールされた途端に一転、別種の差し迫った雰囲気が捕
捉される。オフィスのワークスペース、銀行ATMの行列、街のコピー
センター。仮置きの遮蔽物で満たされた空間そのものが暴力性を帯びは
じめるのだ。個人の資産ではないところからそれらは購入後インストー
ルされ、機能に突出するわけでもなく、優れたコストパフォーマンスを
発揮するわけでもなく、装飾的な魅力があるわけでもない。どこかの誰
かが「一般的」であるという判断のもと、一定の工業規格に即して製造
された無責任なモノたちだ。
ならば、工芸品に囲まれた密室の中で一人生きようか？　意匠的に滅
菌され主義や主張といった牙を抜かれたモノたちはとても安心で純粋な
存在だ。意味を頭打ちされパラメータがフラットに設定された、無色透
明なオブジェクト。それは、精神的に、分断しているフリをする。しかし、
柵はまだまだ低く、壁には隙間があいて、音や光が漏れ出しているはずだ。

荒木優光 　　　　　　　　　　　　　     Masamitsu Araki

Acoustic  Device　音の所在 

新しい呼吸法を探るにはまずは窒息しなければならないように、場を
窒息させてそこから呼吸を得ることは可能か。そして何よりも、まずは
場を窒息させるとはどういう事か。例えば、全盲者（生まれつき目が見
えない人）にとっての部屋と物、そして音の関係性について思いを馳せ
たとき、我々の時空間とはあきらかに違う世界がある。全盲者にとって
のイメージは我々のイメージとは明らかに異なり、そもそもイメージと
いう言葉に対しても認識が異なる。なぜならば、まずもって何も見たこ
とがないのである。この事は、私の経験をすべてフレッシュなものに置
き換えさせる。そしてこの「置き換え」には、やはり筋肉痛のような窒
息が必要なのである。
存在と所在の曖昧さや不確定の状態を持続させ、それを観察する装置

やシステムを展開した時、流動的な摩擦の波が生まれ場が呼吸する。そ
の息づかいはもはや誰のものでもないし、そこにいながらにしてそこに
おらず、主体が消え去り、ただひたすら再生を繰り返す。そのような音
楽もある。

◯A 自伝
Autobiography, 2017
フルレンジスピーカーユニット、木材、衣服、アウトドアチェア
ステレオサウンド
Full-range speaker unit , wood, clothes, outdoor chair

◯B エコーロケーション
Echo  Location, 2017
HDビデオ、ステレオサウンド
HD video, stereo sound

◯C すべての時間と空間で生まれ、死ぬ
Born in All Time and Space, Die, 2017
ラックケース、4チャンネルサウンド
Rack cases, 4ch sound

◯D 真夏の太陽
Summer Sun, 2017
カーテン、カーテンレール、紙、鳥の糞
Curtain, curtain rail , paper, bird droppings

◯E 出会い（未来）
Encounter ( Future ) , 2017
パスタ
Pasta

小松千倫　　　　　　　　　　　　      Kazumichi Komatsu

Background  Music from the Future

「インターネット・ミーム」の発生が過剰な情報のインフラの膨張によ
るならば、それはもはや、意味の伝達や理解などを理念としたオートメー
ションではない。インターネット・ミームとは既存の前後関係や明確な
ヒエラルキーを持つ意味作用、理由律への無関心が成長させる新しい分
析である。また同時に、私たちは自動化するコミュニケーションの 1パ
ラメーターへと自らを bot化していく。しかし、もはや私たちはある種
のコミュニケーションが装う無限の後退や従来のオートメーションに始
終気を取られる必要はない。これは交響曲への招待ではない。その入り
口は参加という態度にはふさわしくないほど過剰に開ききっている。む
しろ私たちは空間に、私たちをアフォードするためのコンポーズの時間
をそれぞれ受け取る。それらのものたちは、バイブス（暫時的な同質性）
となり、私たちをレゾネート（共振）させる。詩的なバイブスを纏い、
それぞれがコンポーズすること。 

インターネット・ミームは、常に新たにエンコードとデコードを繰り
返している。 それは無限のプロセスに絡め取られるというより、それ自
体プロセッショナルで水のように流動的かつ状態変化を繰り返す。 ナイ
キの「Check」は本来の知識的意味は無価値なものとされ、生き物のよ
うにその意味を変更している。 私たちはミームに最適化され、過剰なコ
ミュニケーションの 中で幼児化し堕落しているのだろうか。また、そこ
にはやはり暫時的なコミュニケーションの 消費が加速し無限に続くだけ
なのではないか。しかし一方で、私たちは余白が生むイメージの 無限の
現像作業に飽きている。そして、データアクセシビリティの向上により、
過去の時系列的インデックスは、実際にこれまでその様相を現さなかっ
ただけであったよう様に、フラットにその様相を並び替えられている。
それは私たちのアクチュアリティがそれ用に最適化され始 めているとも
言える。そして肝心のデータは永久凍土に物理的に保存される………。
ミームの成長が現すのは、明確な前後関係や時間軸に沿ったヒエラル
キーへの無関心であり、むしろそのようなヒエラルキーを剥奪された意
味や位相への依存と言える。 ナイキの「Check」の本来の歴史的意味は、
「Check」のロゴそのものと全く同じだけの価値しかもたない。 テクノ

★ディバイダー・コンビネーション
Dividers Combination: Patience Service Center, 2017
コピー機、コピー用紙、ゴミ箱、回転台、植木、水入りペットボトル、静
電気除去モップ、黒革のソファ、ガラステーブル、ガラス製灰皿、絨毯、パー
テーション、ブラインド、手袋、投光器、刺繍入りボタンダウンシャツ
Photocopier machine, photocopy paper, trash can, electric turntable, 
house plants, bottled waters, electrostatic duster, black leather sofa, glass-
top coffee table, glass ashtray, carpet, modular panels, window blinds, 
glove, light projector, embroidered Oxford shirt

※コピー機をご使用ください。ソファに腰掛けてお休みいただけます。

☆宣伝用フライヤー、入口サイン
Flyers, entrance signage , 2017

アーカイブスペイ　　　　　　　　　　　    Archives Pay

(Death) Archive

アーカイブスペイは、「死体」から未来の民話生成を目指す。
これは、死をテーマとするものではなく、「死体」をスタートライン
とし、そこから派生していく道程を丁寧に観察し検証して行くものであ
る。実体としての死体を作り出し、そこから様々な語りを汲み取りアー
カイブ作業をしていく事になる。そしてこの真偽のわからない記録の様
こそが、民話たりえる可能性を孕んでいると感じている。民話や神話は、
口承や謎の記録を通してどこからともなくやってきたものだからだ。そ
の真偽は特にどうでもよいことになっている。そしてその物語や記録の
根っこにある人物や事象はすでにこの世には存在せず、直接会って話を
聞くこともできない。出来る事は、記録や口承をもとにした物語や、由
来潭、痕跡をたどることである。結局これらも真偽はわからない。だが
それが民話なのだから何も問題はない。
日本人青年 Sは、ある日死んだ。しかし、彼は死体となって日々生活

している。周りの人間は、それではおかしい、つじつまがあわぬと彼に
主張する。
ここから始める。

●死体がやってくる日
7月1 2日（水）15:00–19:00
7月1 4日（金）18:00–19:00
7月1 5日（土）18:00–19:00
7月1 6日（日）1 1 :00–19:00
7月1 8日（火）18:00–19:00
7月1 9日（水）15:00–19:00
7月20日（木）1 1 :00–15:00
7月2 1日（金）18:00–19:00
7月22日（土）1 1 :00–16:00

◯イ共振風景 ¹⁄₂［小屋］ 
Landscape of Resonance 1/2 [ Cabin],  2017
インクジェットプリント、木材、アクリルボード、（モデル）
Inkjet print, woods, acrylic board,  (model)

◯ロ共振風景 ¹⁄₂［体］
Landscape of Resonance 1/2 [ Body],  2017
インクジェットプリント、（モデル）
Inkjet print, (model)

◯ハ共振風景 ¹⁄₂ ［RとS］
Landscape of Resonance 1/2 [ R&S],  2017
HDビデオ
HD video

◯ニ共振風景 ¹⁄₂ ［右腕］
Landscape of Resonance 1/2 [ Right Hand],  2017
石膏、衣服、パンチカーペット、（モデル）
Plaster, clothes, carpet, (model)

写真：前谷開　Photography: Kai Maetani
モデル：諸江翔大朗　Model: Shotaro Moroe
協力：耕三寺功三　Support: Kousan Kousanji
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